
オンライン投稿機能でみんなに自分の意見を伝える

＜学習場面＞

協働での意見整理

複数の意見・考えを
議論して整理

＜機能・ツール＞
【投稿】

M365：Teams

Google：Classroom

ロイロ：タイムライン

＜モデル事例＞

○お楽しみ会の遊びを決める際に使用し、全員が投稿をする。

○担任(または児童・生徒)は意見を集約し、遊びを決める。

○朝、担任が児童・生徒に向けて今日の連絡を投稿する。

＜ポイント＞

○投稿日時を設定できる機能もあり、投稿し忘れがなくなる。

○タイピング入力だけでなく、手書きによる入力もできる。

＜注意点＞

○教員から児童・生徒へのメッセージの個別送信は行うことができるが、

児童・生徒から教員への個別送信はできない。

〇使い方の約束を決める。

〇通常学級などの人数が多い場合は、投稿機能で意見の集約は難しく、少人数向けである。

＜期待される効果＞

【児童・生徒】○オンライン投稿機能で、発言に苦手意識をもつ児童・生徒も、意見を伝えやすい。

【教 師】○提示する資料を一斉に共有したり、一人一人の意見を全体で共有したりすることができる。

＜ハッシュタグ＞

#初級 #話し合い #投稿機能 #一斉指導 #主体的 #対話的


